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IPO支援体制強化について 

 

 ちゅうぎんフィナンシャルグループ（岡山市  取締役社長 加藤 貞則）と子会社である

株式会社中国銀行（岡山市  取締役頭取 加藤 貞則）および中銀証券株式会社（岡山市 取

締役社長 加藤 裕通）では、ＩＰＯ※支援体制強化に向け体制を整備しましたのでお知らせ

いたします。 

※『IPO（Initial Public Offering）/新規公開株式』 

未上場企業が新たに株式を証券取引所に上場し、一般の投資家がその株式を売買できるようにすること。 

資金調達力の向上に加え、企業の知名度やブランド力、社会的信用の向上が期待できる。 

 

 

１．背景・目的 

 当社グループでは「地域・お客さま・従業員と分かち合える豊かな未来を共創する」とい

う経営理念のもと、地域経済の活性化や持続的な地域発展を重要な経営課題と位置づけ、地

方創生に取組んでいます。 

 ２０２４年の岡山県の新規上場企業数は４社（東証グロース市場１社、TOKYO PRO 

Market 市場３社）あり、特に TOKYO PRO Market への上場企業数は、東京都（２２社）、

大阪府（５社）に次ぐ全国第３位の水準です。当社グループにおいては、２０２２年に設立

した株式会社ちゅうぎんキャピタルパートナーズ（岡山市 取締役社長 岡田 浩幸）によ

るスタートアップ企業等への直接投資等を活発に実施するなど、まさに地元企業の上場機

運は高まっております。 

 地元金融機関グループとしてＩＰＯを目指す地元企業に対しちゅうぎんフィナンシャル

グループの力を結集し強力に支援いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．FGグループの各ステージにおける支援領域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

創業期（スタートアップ企業さま）から安定期（既存お取引き先さま）まで当社グループ

で一気通貫して対応できる体制を整えております。ＩＰＯ支援のみに留まらず、当社グルー

プが一体となって、ステージに応じた売上拡大や人的資本投資、資本政策など企業価値向上

に向けたご支援をさせていただきます。 

 

３．IPO支援の枠組み 

 中国銀行：成長戦略／資本政策の提案、ＩＰＯニーズの把握、中銀証券へのトスアップ 

中銀証券：ＩＰＯ支援窓口、ＩＰＯ提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 


